
(57)【要約】

患者に関連付けられて患者の生理的特性を測定するセン

サを有する遠隔監視ユニット、中央ユニット、および遠

隔監視ユニットと中央ユニットとの間の通信接続を選択

的に確立する通信器とを含む監視装置を用いて、患者を

監視する。遠隔監視ユニットは、患者についての監視デ

ータセットを取得し、監視データセットを分析して監視

データセットから派生データセットを取得して、派生デ

ータセットに基づき中央ユニットとの通信が必要なこと

を判定する。通信接続が中央ユニットとの間で確立され

ると、遠隔監視ユニットは、監視データセットに関連し

た最初の送信データセットを中央ユニットに送信する。

中央ユニットは、最初の送信データセットを分析し、遠

隔監視ユニットから中央ユニットに送信されるべき監視

データセットに関連した追加の送信データセットと、追

加の送信データセットが送信されるべき時間とに関して

、遠隔監視ユニットに指示する。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
患 者 を 監 視 す る 方 法 で あ っ て 、
前 記 患 者 と 関 連 付 け ら れ て い て 前 記 患 者 の 生 理 的 特 性 を 測 定 す る セ ン サ を 含 む 遠 隔 監 視 ユ
ニ ッ ト 、 中 央 ユ ニ ッ ト 、 お よ び 前 記 遠 隔 監 視 ユ ニ ッ ト と 前 記 中 央 ユ ニ ッ ト と の 間 の 通 信 接
続 を 選 択 的 に 確 立 す る 通 信 器 を 含 む 監 視 装 置 を 提 供 す る ス テ ッ プ と 、
前 記 遠 隔 監 視 ユ ニ ッ ト が 、 前 記 患 者 に つ い て の 監 視 デ ー タ セ ッ ト を 取 得 す る ス テ ッ プ と 、
前 記 遠 隔 監 視 ユ ニ ッ ト が 、 前 記 監 視 デ ー タ セ ッ ト を 分 析 し て 、 前 記 監 視 デ ー タ セ ッ ト か ら
派 生 デ ー タ セ ッ ト を 取 得 す る ス テ ッ プ と 、
前 記 遠 隔 監 視 ユ ニ ッ ト が 、 前 記 派 生 デ ー タ セ ッ ト か ら 前 記 中 央 ユ ニ ッ ト と の 間 の 通 信 が 必
要 で あ る と 判 定 す る ス テ ッ プ と 、
前 記 中 央 ユ ニ ッ ト と の 間 の 通 信 接 続 を 確 立 す る ス テ ッ プ と 、
前 記 遠 隔 監 視 ユ ニ ッ ト が 、 前 記 監 視 デ ー タ セ ッ ト に 関 連 す る 最 初 の 送 信 デ ー タ セ ッ ト を 前
記 中 央 ユ ニ ッ ト に 送 信 す る ス テ ッ プ と 、
前 記 中 央 ユ ニ ッ ト が 、 前 記 最 初 の 送 信 デ ー タ セ ッ ト を 分 析 す る ス テ ッ プ と 、
前 記 中 央 ユ ニ ッ ト が 、 前 記 遠 隔 監 視 ユ ニ ッ ト か ら 前 記 中 央 ユ ニ ッ ト へ 送 信 さ れ る べ き 前 記
監 視 デ ー タ セ ッ ト に 関 連 す る 追 加 の 送 信 デ ー タ セ ッ ト と 、 前 記 追 加 の 送 信 デ ー タ セ ッ ト が
送 信 さ れ る べ き 時 間 と に 関 し て 、 前 記 遠 隔 監 視 ユ ニ ッ ト に 指 示 す る ス テ ッ プ と を 含 む 方 法
。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 監 視 デ ー タ セ ッ ト は 、 前 記 患 者 の 心 電 図 を 含 む 請 求 項 １ の 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 遠 隔 監 視 ユ ニ ッ ト が 前 記 監 視 デ ー タ セ ッ ト を 分 析 す る 前 記 ス テ ッ プ は 、 前 記 派 生 デ ー
タ セ ッ ト の 少 な く と も 一 つ の 要 素 を 警 告 限 界 と 比 較 す る ス テ ッ プ を 含 む 請 求 項 １ の 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 中 央 ユ ニ ッ ト が 前 記 遠 隔 監 視 ユ ニ ッ ト に 指 示 す る 前 記 ス テ ッ プ は 、 前 記 中 央 ユ ニ ッ ト
が 前 記 遠 隔 監 視 ユ ニ ッ ト に 前 記 追 加 の 送 信 デ ー タ セ ッ ト を 実 質 的 に 直 ち に 送 信 す る よ う 指
示 す る ス テ ッ プ を 含 む 請 求 項 １ の 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 中 央 ユ ニ ッ ト が 前 記 遠 隔 監 視 ユ ニ ッ ト に 指 示 す る 前 記 ス テ ッ プ は 、 前 記 中 央 ユ ニ ッ ト
が 前 記 遠 隔 監 視 ユ ニ ッ ト に 前 記 追 加 の 送 信 デ ー タ セ ッ ト を 後 で 送 信 す る よ う 指 示 す る ス テ
ッ プ を 含 む 請 求 項 １ の 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 追 加 の 送 信 デ ー タ セ ッ ト お よ び 前 記 監 視 デ ー タ セ ッ ト は 、 同 一 で は な い 請 求 項 １ の 方
法 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 中 央 ユ ニ ッ ト が 前 記 最 初 の 送 信 デ ー タ セ ッ ト を 分 析 す る 前 記 ス テ ッ プ は 、 前 記 中 央 ユ
ニ ッ ト が メ モ リ か ら 患 者 履 歴 を 取 得 す る ス テ ッ プ 、 お よ び 前 記 患 者 履 歴 に 関 連 し て 前 記 最
初 の 送 信 デ ー タ セ ッ ト を 分 析 す る ス テ ッ プ を 含 む 請 求 項 １ の 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 通 信 器 は 、 無 線 周 波 数 電 話 端 末 お よ び 地 上 線 電 話 端 末 を 備 え る 請 求 項 １ の 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
患 者 を 監 視 す る 方 法 で あ っ て 、
前 記 患 者 と 関 連 付 け ら れ た 遠 隔 監 視 ユ ニ ッ ト 、 中 央 ユ ニ ッ ト 、 お よ び 前 記 遠 隔 監 視 ユ ニ ッ
ト と 前 記 中 央 ユ ニ ッ ト と の 間 の 通 信 接 続 を 選 択 的 に 確 立 す る 通 信 器 を 含 む 監 視 装 置 を 提 供
す る ス テ ッ プ と 、
前 記 遠 隔 監 視 ユ ニ ッ ト が 、 前 記 患 者 に つ い て の 監 視 デ ー タ セ ッ ト を 取 得 す る ス テ ッ プ と 、
前 記 遠 隔 監 視 ユ ニ ッ ト が 、 前 記 中 央 ユ ニ ッ ト と の 間 の 通 信 接 続 を 確 立 す る ス テ ッ プ と 、
前 記 遠 隔 監 視 ユ ニ ッ ト が 、 前 記 監 視 デ ー タ セ ッ ト に 関 連 す る 最 初 の 送 信 デ ー タ セ ッ ト を 前
記 中 央 ユ ニ ッ ト へ 送 信 す る ス テ ッ プ と 、
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前 記 中 央 ユ ニ ッ ト が 、 前 記 最 初 の 送 信 デ ー タ セ ッ ト を 分 析 す る ス テ ッ プ と 、
前 記 中 央 ユ ニ ッ ト が 、 前 記 遠 隔 監 視 ユ ニ ッ ト か ら 前 記 中 央 ユ ニ ッ ト へ 送 信 さ れ る べ き 追 加
の 送 信 デ ー タ セ ッ ト と 、 前 記 追 加 の 送 信 デ ー タ セ ッ ト が 送 信 さ れ る べ き 時 間 と に 関 し て 、
前 記 遠 隔 監 視 ユ ニ ッ ト に 指 示 す る ス テ ッ プ と 、
前 記 遠 隔 監 視 ユ ニ ッ ト が 、 前 記 中 央 ユ ニ ッ ト に よ り 指 示 さ れ た 前 記 時 間 に 、 前 記 追 加 の 送
信 デ ー タ セ ッ ト を 前 記 中 央 ユ ニ ッ ト へ 送 信 す る ス テ ッ プ と を 含 む 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 追 加 の 送 信 デ ー タ セ ッ ト の う ち の 少 な く と も 一 部 は 、 前 記 監 視 デ ー タ セ ッ ト に 関 連 し
て い る 請 求 項 ９ の 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
前 記 監 視 デ ー タ セ ッ ト は 、 前 記 患 者 の 心 電 図 を 含 む 請 求 項 ９ の 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
前 記 中 央 ユ ニ ッ ト が 前 記 遠 隔 監 視 ユ ニ ッ ト に 指 示 す る 前 記 ス テ ッ プ は 、 前 記 中 央 ユ ニ ッ ト
が 前 記 遠 隔 監 視 ユ ニ ッ ト に 前 記 追 加 の 送 信 デ ー タ セ ッ ト を 実 質 的 に 直 ち に 送 信 す る よ う 指
示 す る ス テ ッ プ を 含 む 請 求 項 ９ の 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
前 記 中 央 ユ ニ ッ ト が 前 記 遠 隔 監 視 ユ ニ ッ ト に 指 示 す る 前 記 ス テ ッ プ は 、 前 記 中 央 ユ ニ ッ ト
が 前 記 遠 隔 監 視 ユ ニ ッ ト へ 前 記 追 加 の 送 信 デ ー タ セ ッ ト を 後 で 送 信 す る よ う 指 示 す る ス テ
ッ プ を 含 む 請 求 項 ９ の 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
前 記 追 加 の 送 信 デ ー タ セ ッ ト お よ び 前 記 監 視 デ ー タ セ ッ ト は 、 同 一 で は な い 請 求 項 ９ の 方
法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
前 記 中 央 ユ ニ ッ ト が 前 記 最 初 の 送 信 デ ー タ セ ッ ト を 分 析 す る 前 記 ス テ ッ プ は 、 前 記 中 央 ユ
ニ ッ ト が メ モ リ か ら 患 者 履 歴 を 取 得 す る ス テ ッ プ 、 お よ び 前 記 患 者 履 歴 に 関 連 し て 前 記 最
初 の 送 信 デ ー タ セ ッ ト を 分 析 す る ス テ ッ プ を 含 む 請 求 項 ９ の 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 遠 隔 監 視 ユ ニ ッ ト と 中 央 ユ ニ ッ ト と の 間 の デ ー タ 送 信 に 関 し 、 よ り 詳 細 に は 、 か
か る デ ー タ 転 送 の 最 適 化 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
セ ン サ 技 術 、 電 子 工 学 、 お よ び 通 信 の 進 歩 に よ り 、 患 者 が 通 院 患 者 で あ っ て 、 病 院 の 監 視
シ ス テ ム と 連 続 的 か つ 直 接 的 に 接 触 し て い な く と も 、 患 者 の 生 理 的 特 性 を 監 視 す る こ と が
可 能 に な っ て き て い る 。 例 え ば 、 米 国 特 許 第 ５ ， ９ ５ ９ ， ５ ２ ９ 号 は 、 関 連 す る 生 理 的 セ
ン サ を 持 つ 遠 隔 監 視 ユ ニ ッ ト を 患 者 が 携 行 す る 監 視 シ ス テ ム を 記 載 し て い る 。 こ の 遠 隔 監
視 ユ ニ ッ ト は 、 患 者 の 医 療 上 の 問 題 に 応 じ て 心 拍 お よ び 心 拍 波 形 等 、 患 者 の 一 つ ま た は 複
数 の 生 理 的 特 性 を 連 続 的 に 監 視 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
規 定 の 条 件 下 で 、 遠 隔 監 視 ユ ニ ッ ト は 中 央 ユ ニ ッ ト に 接 続 し て 患 者 の 状 態 に 関 す る 情 報 を
通 信 す る 。 例 え ば 、 監 視 さ れ て い る 生 理 的 デ ー タ か ら 、 患 者 が 苦 痛 ま た は 緊 急 状 態 に あ る
か も し れ な い と 遠 隔 監 視 ユ ニ ッ ト が 判 定 し た 場 合 、 遠 隔 監 視 ユ ニ ッ ト は 、 直 ち に か つ 自 動
的 に 、 携 帯 電 話 ま た は 相 当 す る 通 信 装 置 に よ り 監 視 デ ー タ を 中 央 ユ ニ ッ ト へ 転 送 す る 。 中
央 ユ ニ ッ ト は 、 自 動 的 に 、 あ る い は 中 央 ユ ニ ッ ト に 当 直 し て い る か 接 触 し て い る 医 療 関 係
者 と 連 携 し て 、 デ ー タ を 分 析 し 、 必 要 な ら 患 者 へ の 援 助 提 供 を 手 配 す る 。 患 者 の 状 況 は 応
急 手 当 を 必 要 と し な い と 送 信 デ ー タ の 分 析 が 示 す 場 合 、 デ ー タ は 蓄 積 さ れ る と と も に 、 処
置 を 変 更 で き る よ う に 患 者 の 医 師 に 転 送 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
実 施 可 能 で は あ る が 、 こ の 方 法 は 場 合 に よ っ て は 遠 隔 監 視 ユ ニ ッ ト の バ ッ テ リ 電 力 を 浪 費
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す る と と も に 、 携 帯 電 話 シ ス テ ム を 通 じ て 多 大 な る デ ー タ 転 送 時 間 と そ れ に 関 連 す る 料 金
を 費 や す こ と に な る 。 医 療 関 係 者 の 時 間 の 使 わ れ 方 も 効 率 的 で は な い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
遠 隔 監 視 ユ ニ ッ ト と 中 央 ユ ニ ッ ト と の 間 の デ ー タ 転 送 を 制 御 す る 方 法 を 改 良 す る ニ ー ズ が
あ る 。 本 発 明 は こ の 必 要 性 を 満 た し 、 更 に 、 関 連 す る 利 点 を 提 供 す る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 方 法 は 、 患 者 を 監 視 し 、 患 者 を 支 援 す る 方 法 を 提 供 す る 。 本 方 法 は 、 患 者 の 履 歴 を 構 築
す る デ ー タ 蓄 積 能 力 、 お よ び 必 要 な 場 合 に は 緊 急 に 患 者 を 支 援 す る 緊 急 対 応 能 力 を 保 持 し
つ つ 、 デ ー タ 送 信 の 選 択 性 を 改 良 し た 新 し い デ ー タ 転 送 ア ー キ テ ク チ ャ を 採 用 す る 。 し た
が っ て 、 遠 隔 監 視 ユ ニ ッ ト の バ ッ テ リ 電 力 は よ り 賢 明 に 使 わ れ 、 携 帯 電 話 接 続 時 間 が 減 り
、 そ し て 医 療 関 係 者 の 時 間 は 一 層 良 好 に 管 理 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 に よ る 患 者 監 視 方 法 は 、 患 者 と 関 連 付 け ら れ た 遠 隔 監 視 ユ ニ ッ ト を 含 む 監 視 装 置 の
提 供 を 含 む 。 遠 隔 監 視 ユ ニ ッ ト は 、 心 電 図 等 の 患 者 の 生 理 的 特 性 を 測 定 す る セ ン サ と 、 中
央 ユ ニ ッ ト と 、 遠 隔 監 視 ユ ニ ッ ト と 中 央 ユ ニ ッ ト と の 間 の 通 信 接 続 を 選 択 的 に 確 立 す る 通
信 器 と を 含 む 。 遠 隔 監 視 ユ ニ ッ ト は 、 患 者 に つ い て の 監 視 デ ー タ セ ッ ト を 取 得 し 、 監 視 デ
ー タ セ ッ ト を 分 析 し て 監 視 デ ー タ セ ッ ト か ら 派 生 デ ー タ セ ッ ト を 取 得 し て 、 派 生 デ ー タ セ
ッ ト に 基 づ き 中 央 ユ ニ ッ ト と の 通 信 が 必 要 な こ と を 判 定 す る 。 通 信 接 続 が 中 央 ユ ニ ッ ト と
の 間 で 確 立 さ れ る と 、 遠 隔 監 視 ユ ニ ッ ト は 監 視 デ ー タ セ ッ ト と 関 連 し た 最 初 の 送 信 デ ー タ
セ ッ ト を 中 央 ユ ニ ッ ト に 送 信 す る 。 中 央 ユ ニ ッ ト は 最 初 の 送 信 デ ー タ セ ッ ト を 分 析 し 、 遠
隔 監 視 ユ ニ ッ ト か ら 中 央 ユ ニ ッ ト に 送 信 さ れ る べ き 監 視 デ ー タ セ ッ ト に 関 連 し た 追 加 の 送
信 デ ー タ セ ッ ト と 、 追 加 の デ ー タ セ ッ ト が 送 信 さ れ る べ き 時 間 と に 関 し て 、 遠 隔 監 視 ユ ニ
ッ ト に 指 示 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
し た が っ て 、 本 発 明 は 、 デ ー タ の 主 た る 部 分 が 遠 隔 監 視 ユ ニ ッ ト か ら 中 央 ユ ニ ッ ト へ 自 動
的 に は 送 信 さ れ な い ア ー キ テ ク チ ャ に 基 づ く 。 こ う し た 方 法 で は 、 不 必 要 に 冗 長 か つ 頻 繁
な デ ー タ 転 送 が 発 生 し 、 そ の 結 果 、 遠 隔 監 視 ユ ニ ッ ト の バ ッ テ リ が 消 耗 し 、 ま た 大 き な 送
信 時 間 コ ス ト を 招 き が ち で あ る 。 そ の 代 わ り に 、 中 央 ユ ニ ッ ト が 、 最 初 の 送 信 デ ー タ セ ッ
ト を 分 析 し 、 追 加 の 送 信 デ ー タ セ ッ ト の 形 で 更 に 完 全 な デ ー タ の 転 送 が 必 要 か ど う か を 判
定 す る 。 最 初 の 送 信 デ ー タ セ ッ ト は 、 通 常 、 監 視 デ ー タ セ ッ ト か ら 導 か れ る か ま た は 監 視
デ ー タ セ ッ ト に よ り 決 定 さ れ る 、 縮 小 し た デ ー タ セ ッ ト で あ る 。 必 要 で あ る 場 合 に は 、 中
央 ユ ニ ッ ト が 指 定 し た 時 間 に 送 信 を 行 う 。 送 信 時 間 は 、 緊 急 事 態 が 検 出 さ れ た 場 合 等 に は
即 刻 と し て も よ い し 、 ま た 、 追 加 の 送 信 デ ー タ セ ッ ト を 患 者 履 歴 の た め に 必 要 と す る 場 合
に は 延 期 し て も よ い 。 こ の よ う に 、 通 信 効 率 は 最 適 化 さ れ 、 同 時 に 患 者 の 医 療 上 の 要 件 も
満 た さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
遠 隔 監 視 ユ ニ ッ ト が 監 視 デ ー タ を 分 析 す る ス テ ッ プ は 、 派 生 デ ー タ セ ッ ト の 少 な く と も 一
つ の 要 素 を 警 告 限 界 と 比 較 す る こ と に よ り 達 成 し て も よ い 。 最 初 の 送 信 デ ー タ セ ッ ト の 分
析 は 、 メ モ リ か ら 患 者 履 歴 を 取 得 す る ス テ ッ プ 、 お よ び 患 者 履 歴 と 関 連 さ せ て 最 初 の 送 信
デ ー タ を 分 析 す る ス テ ッ プ を 含 ん で も よ い 。 中 央 ユ ニ ッ ト は 、 遠 隔 監 視 ユ ニ ッ ト に 追 加 の
送 信 デ ー タ セ ッ ト を 実 質 的 に 直 ち に 、 あ る い は 時 間 を 遅 ら せ て 送 信 す る よ う 指 示 し て も よ
い 。 追 加 の 送 信 デ ー タ セ ッ ト と 監 視 デ ー タ セ ッ ト と は 、 同 一 の デ ー タ セ ッ ト で あ っ て も な
く て も よ い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
一 実 施 の 形 態 で は 、 通 信 器 が 、 無 線 周 波 数 の 電 話 端 末 （ 携 帯 電 話 ま た は 衛 星 電 話 端 末 等 ）
お よ び 地 上 線 電 話 端 末 を 備 え る 。 無 線 周 波 数 電 話 接 続 は い つ で も 確 立 で き る が 、 地 上 線 電
話 端 末 は 遠 隔 監 視 ユ ニ ッ ト が 地 上 線 と 物 理 的 に 接 続 さ れ て い る 時 に の み 利 用 で き る 。 最 初
の 送 信 デ ー タ セ ッ ト は 、 通 常 監 視 デ ー タ セ ッ ト よ り デ ー タ 量 が か な り 小 さ く 、 無 線 周 波 数
の 電 話 接 続 に よ り 送 信 し て も よ い 。 中 央 ユ ニ ッ ト で の 分 析 の 結 果 、 更 な る デ ー タ が 直 ち に

10

20

30

40

50

(4) JP 2004-532070 A 2004.10.21



必 要 な 緊 急 事 態 の 可 能 性 が 現 れ た 場 合 、 よ り 大 き な 追 加 の 送 信 デ ー タ セ ッ ト を 無 線 周 波 数
の 電 話 接 続 に よ り 直 ち に 送 信 し て も よ い 。 他 方 、 緊 急 事 態 で は な い も の の 、 患 者 履 歴 の 一
部 と し て 将 来 参 照 す る た め に 追 加 の 送 信 デ ー タ セ ッ ト の 保 有 が 有 益 で あ る と 中 央 ユ ニ ッ ト
が 判 定 し た 場 合 は 、 追 加 の 送 信 デ ー タ セ ッ ト を 一 旦 格 納 し 、 後 で 利 用 で き る 時 に 地 上 線 電
話 端 末 に よ り 、 あ る い は 送 信 コ ス ト が 安 い 時 間 帯 に （ つ ま り オ フ ピ ー ク 時 に ） 無 線 周 波 数
電 話 接 続 に よ り 送 信 す る よ う 、 中 央 監 視 ユ ニ ッ ト が 遠 隔 監 視 ユ ニ ッ ト に 対 し て 指 示 し て も
よ い 。
【 ０ ０ １ １ 】
こ の 選 択 的 送 信 法 で は 、 遠 隔 監 視 ユ ニ ッ ト か ら の デ ー タ 送 信 が 自 動 で は な く 中 央 ユ ニ ッ ト
の 統 制 下 に あ る た め 、 携 帯 電 話 接 続 ま た は 同 様 の 高 価 な 通 信 器 に よ り 送 信 さ れ な け れ ば な
ら な い デ ー タ 量 が 減 少 す る 。 こ の 選 択 性 に よ り 携 帯 電 話 接 続 時 間 お よ び 利 用 者 へ の 課 金 が
減 少 し 、 ま た バ ッ テ リ の 次 の 充 電 ま で の 遠 隔 監 視 ユ ニ ッ ト の 使 用 可 能 時 間 も 著 し く 増 大 す
る 。 な ぜ な ら 、 携 帯 電 話 接 続 の 確 立 お よ び 維 持 が 、 遠 隔 監 視 ユ ニ ッ ト の バ ッ テ リ 消 費 の 大
部 分 を 占 め る か ら で あ る 。 中 央 ユ ニ ッ ト に 当 直 す る 、 あ る い は 中 央 ユ ニ ッ ト と の 通 信 を 行
う 医 療 関 係 者 の 人 的 資 源 の 利 用 も 良 好 に な る 。 実 際 に 緊 急 事 態 と な る 可 能 性 の 高 い 状 況 だ
け が 医 療 関 係 者 の 処 置 に 触 れ る こ と に な る の で 、 彼 ら は か か る 可 能 性 の あ る 実 際 の 緊 急 事
態 の た め に 多 く の 時 間 を 確 保 で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
本 発 明 の 他 の 特 長 お よ び 利 点 は 、 実 施 例 と し て 本 発 明 の 原 理 を 説 明 す る 添 付 図 面 と 連 携 し
た 、 以 下 の 好 適 な 実 施 の 形 態 の よ り 詳 細 な 説 明 か ら 明 ら か と な ろ う 。 し か し な が ら 、 本 発
明 の 範 囲 は こ の 好 適 な 実 施 の 形 態 に 制 限 さ れ る も の で は な い 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
図 １ に 本 発 明 を 実 施 す る た め の 方 法 を 示 す 。 監 視 装 置 が 提 供 さ れ る （ 符 号 ２ ０ ） 。 監 視 装
置 は 実 施 可 能 な 任 意 の 形 式 で よ く 、 監 視 装 置 ５ ０ の 好 ま し い 一 形 式 を 図 ２ に 示 す 。 監 視 装
置 ５ ０ は 、 本 発 明 を 検 討 す る た め に 必 要 な 部 分 の み を 示 す 簡 略 化 し た 形 式 で 示 す 。 監 視 装
置 の 更 な る 詳 細 は 、 開 示 を 引 用 さ れ て 組 み 込 ま れ た 米 国 特 許 第 ５ ， ９ ５ ９ ， ５ ２ ９ 号 で 見
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
監 視 装 置 ５ ０ は 、 通 院 患 者 が 携 行 す る 遠 隔 監 視 ユ ニ ッ ト （ Ｒ Ｍ Ｕ ） ５ ２ と 、 中 央 ユ ニ ッ ト
（ Ｃ Ｕ ） ５ ４ と を 含 む 。 中 央 ユ ニ ッ ト ５ ４ は 、 単 一 の コ ン ピ ュ ー タ で あ っ て も よ い が 、 よ
り 典 型 的 に は フ ァ イ ル サ ー バ ま た は ネ ッ ト ワ ー ク で あ る 。 患 者 の 身 体 に 携 行 さ れ な い と い
う 意 味 で は 「 携 帯 」 で は な い が 、 患 者 宅 ま た は 病 院 施 設 の 固 定 位 置 で 他 の 遠 隔 監 視 ユ ニ ッ
ト を 同 様 に 用 い て も よ い 。 セ ン サ ５ ６ は 患 者 の 生 理 的 特 性 を 計 測 し 、 患 者 と 接 触 し て い る
の が 普 通 で あ る 。 （ 「 患 者 」 は 広 義 で 用 い ら れ 、 監 視 対 象 者 を 指 す 。 ） セ ン サ ５ ６ は 対 象
患 者 の パ ラ メ ー タ に 応 じ て 一 つ で あ っ て も 、 複 数 で あ っ て も よ い 。 実 施 可 能 な セ ン サ ５ ６
の 例 に は 、 心 臓 監 視 セ ン サ 、 血 圧 監 視 セ ン サ 、 体 温 監 視 セ ン サ 、 呼 吸 セ ン サ 、 脳 波 セ ン サ
、 血 液 グ ル コ ー ス セ ン サ や 血 液 酸 素 セ ン サ 等 の 血 液 化 学 セ ン サ 、 患 者 位 置 セ ン サ 、 お よ び
患 者 活 動 セ ン サ が 含 ま れ る 。 多 様 な 形 式 の セ ン サ が 従 来 技 術 で 周 知 で あ り 、 そ の 構 成 お よ
び 動 作 の 詳 細 は 本 発 明 に は 含 ま な い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
い ず れ の 場 合 で も 、 セ ン サ ５ ６ は 、 遠 隔 監 視 ユ ニ ッ ト ５ ２ の 中 央 処 理 装 置 （ Ｃ Ｐ Ｕ ） ５ ８
と の 間 で 通 信 し 、 ま た 必 要 に 応 じ て 中 間 の 信 号 処 理 装 置 （ 不 図 示 ） と の 間 で 通 信 す る 。 中
央 処 理 装 置 ５ ８ は 、 後 述 す る よ う に 、 セ ン サ ５ ６ の 信 号 分 析 を 行 う 。 同 様 に 、 中 央 ユ ニ ッ
ト ５ ４ は 中 央 処 理 装 置 （ Ｃ Ｐ Ｕ ） ６ ０ を 含 み 、 後 述 す る よ う な 計 算 お よ び 分 析 を 行 う 。 （
上 記 の よ う に 、 中 央 ユ ニ ッ ト ５ ４ お よ び そ の Ｃ Ｐ Ｕ ６ ０ は 、 専 用 シ ス テ ム 、 ネ ッ ト ワ ー ク
、 ま た は フ ァ イ ル サ ー バ 等 、 実 施 可 能 な 任 意 の タ イ プ で あ っ て も よ い 。 一 般 的 に Ｃ Ｐ Ｕ ５
８ お よ び ６ ０ は そ れ ぞ れ マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ を 含 む 。 ）
【 ０ ０ １ ６ 】
遠 隔 監 視 ユ ニ ッ ト ５ ２ お よ び 中 央 ユ ニ ッ ト ５ ４ は 、 遠 隔 監 視 ユ ニ ッ ト ５ ２ 内 に 配 置 さ れ る
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送 受 信 機 ６ ２ と 、 中 央 ユ ニ ッ ト ５ ４ 内 に 配 置 さ れ る 通 信 送 受 信 機 ６ ４ と を 通 じ て 互 い に 双
方 向 通 信 す る よ う に 配 置 さ れ て も よ い 。 （ 送 受 信 機 が 記 載 の 装 置 「 内 に 」 あ る と い う 記 述
は 、 送 受 信 機 は Ｃ Ｐ Ｕ と 物 理 的 に 同 一 構 造 内 に は な い が 、 代 わ り に 別 の 場 所 に あ っ て Ｃ Ｐ
Ｕ と 通 信 し て い る 場 合 を 含 む 。 従 っ て 、 例 え ば 、 中 央 ユ ニ ッ ト ５ ４ は 、 Ｃ Ｐ Ｕ ６ ０ が 内 部
に 配 置 さ れ て い る フ ァ イ ル サ ー バ 、 お よ び 、 フ ァ イ ル サ ー バ と Ｃ Ｐ Ｕ ６ ０ へ の 通 信 接 続 を
持 つ が 物 理 的 に 別 体 で あ る 携 帯 送 受 信 機 ６ ４ を 含 ん で も よ い 。 ） 送 受 信 機 ６ ２ 、 ６ ４ は 、
実 施 可 能 な 任 意 の タ イ プ の 通 信 器 を 含 ん で も よ い 。 例 え ば 、 日 常 的 な 通 信 に つ い て は 従 来
の 地 上 線 に よ り 通 信 を 確 立 す る モ デ ム を 含 ん で も よ い 。 ま た 、 緊 急 ま た は 日 常 の 場 合 に 通
信 を 確 立 す る た め の 携 帯 電 話 送 受 信 機 を 含 ん で も よ い 。 送 受 信 機 ６ ２ 、 ６ ４ は 、 患 者 と 中
央 ユ ニ ッ ト ５ ４ に い る 人 と の 間 の 双 方 向 音 声 通 信 の た め の 装 備 を 備 え て も よ い 。 送 受 信 機
６ ２ 、 ６ ４ は 、 各 端 末 で 地 上 線 ま た は 携 帯 電 話 接 続 に 依 る か 依 ら な い か に 関 係 な く 、 独 自
の 通 信 機 能 を 有 す る イ ン タ ー ネ ッ ト を 介 し て 相 互 接 続 さ れ て も よ い 。 本 発 明 は 、 ど れ だ け
の デ ー タ が 緊 急 通 信 と し て 送 信 さ れ る べ き か 、 お よ び ど れ だ け の デ ー タ が 日 常 的 通 信 と し
て 送 信 さ れ る べ き か を 決 定 す る こ と と 一 部 関 連 し て い る 。 中 央 ユ ニ ッ ト ５ ４ は イ ン タ ー フ
ェ ー ス を 備 え 、 中 央 処 理 装 置 ６ ０ の 推 奨 処 置 を 、 主 治 医 が 行 う よ う に 、 人 が 介 在 し て 評 価
す る (符 号 ６ ６ )こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
図 １ の 検 討 に 戻 る と 、 遠 隔 監 視 ユ ニ ッ ト ５ ２ は セ ン サ ５ ６ を 用 い て 患 者 に 関 す る 監 視 デ ー
タ セ ッ ト を 取 得 す る （ 符 号 ２ ２ ） 。 監 視 デ ー タ セ ッ ト は 、 例 え ば 、 （ 電 圧 、 時 間 ） デ ー タ
対 形 式 の 患 者 の 心 拍 記 録 計 の ２ ４ 時 間 連 続 ル ー プ 等 、 か な り 多 量 で あ る こ と が 多 い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
遠 隔 監 視 ユ ニ ッ ト ５ ２ は 、 監 視 デ ー タ セ ッ ト を 分 析 し て 監 視 デ ー タ セ ッ ト か ら 派 生 デ ー タ
セ ッ ト を 取 得 す る （ 符 号 ２ ４ ） 。 派 生 デ ー タ セ ッ ト は 、 一 般 的 に 監 視 デ ー タ セ ッ ト よ り サ
イ ズ が か な り 小 さ く 、 事 前 に 重 要 で あ る と 判 明 し て い る 種 類 の デ ー タ を 含 む 。 派 生 デ ー タ
セ ッ ト は 、 例 え ば 、 特 定 種 類 の 異 常 心 拍 の 指 摘 （ す な わ ち 、 感 知 し た 異 常 を 表 す 信 号 ） 、
心 拍 速 度 （ 毎 分 の 拍 数 ） 、 最 大 電 圧 値 、 基 本 波 形 評 価 、 お よ び 心 拍 波 形 が 患 者 固 有 の 基 準
に 反 し て い た か ど う か 、 を 含 ん で も よ い 。 派 生 デ ー タ セ ッ ト は 、 従 来 の 波 形 処 理 手 順 に よ
り 監 視 デ ー タ セ ッ ト か ら 取 得 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
遠 隔 監 視 ユ ニ ッ ト ５ ２ の 中 央 処 理 装 置 ５ ８ は 、 典 型 的 に は そ の 患 者 に つ い て 事 前 に 決 定 し
遠 隔 監 視 ユ ニ ッ ト ５ ２ に 提 供 さ れ た 警 告 限 界 と パ ラ メ ー タ 値 を 比 較 す る こ と に よ り 、 ま た
は 他 の 適 切 な 方 法 に よ り 、 派 生 デ ー タ セ ッ ト を 分 析 す る 。 例 え ば 、 心 拍 速 度 が 心 拍 速 度 警
告 限 界 を 超 え 、 最 大 電 圧 値 が 電 圧 警 告 限 界 よ り も 高 く な り 、 お よ び ／ ま た は 波 形 が 波 形 警
告 限 界 内 に な い 場 合 に 、 遠 隔 監 視 ユ ニ ッ ト ５ ２ は 、 患 者 に 緊 急 事 態 の 可 能 性 が あ る 、 ま た
は デ ー タ が 診 断 目 的 で 直 ち に 送 信 さ れ る べ き だ と 判 定 し て も よ い 。 そ の 場 合 、 遠 隔 監 視 ユ
ニ ッ ト ５ ２ は 、 中 央 ユ ニ ッ ト ５ ４ と の 通 信 が 直 ち に 必 要 で あ る と 判 定 す る （ 符 号 ２ ６ ） 。
あ る い は 、 遠 隔 監 視 ユ ニ ッ ト ５ ２ は 、 そ の デ ー タ が 中 央 に 格 納 さ れ て い る 患 者 履 歴 に 包 含
す る 対 象 で は あ る が 、 当 面 緊 急 性 は な い と 判 定 し て も よ い 。 そ の 場 合 、 対 象 デ ー タ は 、 毎
日 の 日 常 的 送 信 の 時 と 同 様 に 、 後 で 送 信 す る た め に 印 付 け し て お く 。 あ る い は 、 遠 隔 監 視
ユ ニ ッ ト ５ ２ は 、 そ の デ ー タ が 特 に 興 味 の 対 象 で は な い と 判 定 し て も よ い 。 大 部 分 の 状 況
で は 、 緊 急 事 態 の 可 能 性 は な く 通 信 は 不 要 で 、 監 視 装 置 は ス テ ッ プ ２ ４ か ら ス テ ッ プ ２ ２
に 戻 り 、 ス テ ッ プ ２ ２ お よ び ２ ４ を 繰 り 返 す 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
通 信 が 直 ち に 必 要 で あ る と 判 定 さ れ た 場 合 、 送 受 信 機 ６ ２ 、 ６ ４ を 介 し て 遠 隔 監 視 ユ ニ ッ
ト ５ ２ と 中 央 ユ ニ ッ ト ５ ４ と の 間 に 通 信 接 続 が 確 立 さ れ る （ 符 号 ２ ８ ） 。 地 上 線 に よ る 通
信 が 確 立 で き な い 場 合 は 、 よ り 費 用 が か か り 信 頼 性 も 劣 る 無 線 周 波 数 携 帯 電 話 接 続 を 確 立
す る 試 み が な さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
遠 隔 監 視 ユ ニ ッ ト ５ ２ は 、 最 初 の 送 信 デ ー タ セ ッ ト を 中 央 ユ ニ ッ ト ５ ４ に 送 信 す る （ 符 号
３ ０ ） 。 最 初 の 送 信 デ ー タ セ ッ ト は 、 監 視 デ ー タ セ ッ ト に 関 連 付 け ら れ て い て も 、 関 連 付
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け ら れ な く て も よ い が （ 例 え ば 、 セ ン サ 故 障 を 示 す 情 報 の よ う に ） 、 前 者 が 最 も 一 般 的 で
あ る 。 最 初 の 送 信 デ ー タ セ ッ ト は 派 生 デ ー タ セ ッ ト と 同 一 で あ っ て も よ く 、 あ る い は 異 な
る デ ー タ を 含 ん で い て も よ い 。 例 え ば 、 最 初 の 送 信 デ ー タ セ ッ ト は 患 者 の 呼 吸 速 度 ま た は
血 圧 等 の 、 他 の セ ン サ か ら の 情 報 を 含 ん で も よ い 。 最 初 の 送 信 デ ー タ セ ッ ト は 、 意 志 決 定
に と っ て 最 も 重 要 な 情 報 を 含 み 、 か つ 比 較 的 短 時 間 で 中 央 ユ ニ ッ ト ５ ４ へ 送 信 可 能 な よ う
に 構 成 さ れ る 。 こ の よ う に 、 中 央 ユ ニ ッ ト ５ ４ は 、 更 な る 意 志 決 定 を 簡 潔 に 行 う の に 必 要
な 最 も 重 要 な 情 報 を 取 得 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
中 央 ユ ニ ッ ト ５ ４ の 中 央 処 理 装 置 ６ ０ は 、 最 初 の 送 信 デ ー タ セ ッ ト を 分 析 す る （ 符 号 ３ ２
） 。 中 央 ユ ニ ッ ト ５ ４ は 多 く の 場 合 、 中 央 ユ ニ ッ ト ５ ４ に 格 納 さ れ て い る か 、 ま た は 患 者
を 担 当 す る 医 師 ま た は 病 院 へ の 更 な る 接 続 に よ り 取 得 で き る 患 者 履 歴 （ 符 号 ３ ４ ） に 基 づ
い て 、 こ の 分 析 を 行 う 。 中 央 ユ ニ ッ ト ５ ４ の 意 志 決 定 を 人 に よ る 評 価 お よ び 状 況 判 断 に よ
り 支 援 し て も よ い （ 図 ２ の 符 号 ６ ６ ） 。 人 に よ る 評 価 ６ ６ は 、 医 療 技 術 者 ま た は 患 者 の 医
師 に よ り 実 施 さ れ て も よ い 。 し か し な が ら 、 こ の 段 階 で は 、 分 析 ス テ ッ プ ３ ２ を で き る だ
け 自 動 化 し 、 追 加 情 報 の 必 要 性 に 関 す る 意 志 決 定 が 迅 速 に 行 わ れ る こ と が 好 ま し い 。 こ の
時 点 で の 分 析 と 人 に よ る 評 価 は 、 診 断 の た め に 行 う も の で は な く 、 遠 隔 監 視 ユ ニ ッ ト ５ ２
か ら の 更 な る 情 報 が 直 ち に 必 要 か ど う か を 判 定 す る た め の も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
最 初 の 送 信 デ ー タ セ ッ ト に よ り 提 供 さ れ た 情 報 、 お よ び 患 者 履 歴 等 の 他 の 情 報 源 に 基 づ い
て 、 中 央 ユ ニ ッ ト ５ ４ は 、 遠 隔 監 視 ユ ニ ッ ト ５ ２ か ら の そ の 後 の 情 報 の 流 れ を 決 定 し 、 遠
隔 監 視 ユ ニ ッ ト ５ ２ に し か る べ く 命 令 す る （ 符 号 ３ ６ ） 。 中 央 ユ ニ ッ ト ５ ４ は 、 例 え ば 、
そ れ 以 上 情 報 を 送 信 す る 必 要 は な い と 判 定 し て も 、 追 加 の 送 信 デ ー タ セ ッ ト の 形 で 更 な る
情 報 が 緊 急 に 必 要 で あ る と 判 定 し て も 、 ま た は 追 加 の 送 信 デ ー タ セ ッ ト の 形 で 更 な る 情 報
が 後 で 必 要 で あ る と 判 定 し て も よ い 。 送 信 さ れ る デ ー タ の 量 と 種 類 も 決 定 さ れ る 。 更 な る
情 報 が 必 要 な い 場 合 は 、 遠 隔 監 視 ユ ニ ッ ト ５ ２ と 中 央 ユ ニ ッ ト ５ ４ と の 間 の 通 信 は 直 ち に
終 了 し て も よ く 、 遠 隔 監 視 ユ ニ ッ ト ５ ２ は ス テ ッ プ ２ ２ に 戻 る 。 更 な る 情 報 が 緊 急 に 必 要
な 場 合 は 、 通 信 接 続 は つ な が っ た ま ま に 維 持 さ れ て 、 追 加 の 送 信 デ ー タ セ ッ ト が 遠 隔 監 視
ユ ニ ッ ト ５ ２ か ら 中 央 ユ ニ ッ ト ５ ４ へ 直 ち に 送 信 さ れ る （ 符 号 ３ ８ ） 。 日 常 的 デ ー タ 送 信
時 等 、 更 な る 情 報 が 後 で 必 要 な 場 合 は 、 緊 急 通 信 の 面 か ら は 通 信 接 続 が 終 了 さ れ る が 、 対
象 デ ー タ は 後 の 送 信 の た め に 印 付 け さ れ る 。 そ の 日 の 日 常 的 デ ー タ 送 信 時 等 の 、 後 に 延 期
し た 時 間 に 、 追 加 の 送 信 デ ー タ が 遠 隔 監 視 ユ ニ ッ ト ５ ２ か ら 中 央 ユ ニ ッ ト へ 送 信 さ れ る （
符 号 ４ ０ ） 。 典 型 的 に は 、 追 加 の 送 信 情 報 は 電 話 地 上 線 を 用 い て 日 常 的 送 信 と と も に 送 信
さ れ る 。 電 話 地 上 線 は 、 携 帯 電 話 接 続 を 用 い る よ り も 相 当 に 安 価 で あ り 、 ま た 、 遠 隔 監 視
ユ ニ ッ ト が バ ッ テ リ 切 れ と な ら な い よ う に ラ イ ン 電 力 を 受 け て い る 時 に も 確 立 で き る 。 中
央 ユ ニ ッ ト ５ ４ に よ り 選 択 さ れ る 追 加 の 送 信 デ ー タ セ ッ ト は 監 視 デ ー タ セ ッ ト を 含 ん で も
よ い が 、 そ れ は 全 監 視 デ ー タ セ ッ ト よ り 少 な い こ と も あ る し 、 監 視 デ ー タ セ ッ ト よ り 多 く
な る こ と も あ る 。 後 者 は 、 例 え ば 、 他 の セ ン サ か ら の 追 加 情 報 が 必 要 な 場 合 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
一 例 が 中 央 ユ ニ ッ ト の 役 割 を 説 明 す る の に 役 立 つ 。 患 者 を 担 当 す る 医 師 が 、 心 室 性 期 外 収
縮 （ Ｐ Ｖ Ｃ ） の 発 生 が １ 時 間 に ３ 回 未 満 の 場 合 は 関 心 の 対 象 で は な い が 、 １ 時 間 に ３ 回 以
上 の 場 合 は 緊 急 に 更 な る 情 報 を 必 要 と す る に 足 る と 指 示 し て い る 場 合 、 遠 隔 監 視 ユ ニ ッ ト
５ ２ は か か る 事 態 の 発 生 毎 に 中 央 ユ ニ ッ ト に 連 絡 す る 。 中 央 ユ ニ ッ ト ５ ４ は 、 か か る 事 態
の 発 生 の こ れ ま で の リ ス ト を 含 む 患 者 履 歴 を 参 照 す る 。 今 回 の 発 生 は 直 近 １ 時 間 の ３ 回 目
の 発 生 で あ る こ と が 判 明 す る と 、 中 央 ユ ニ ッ ト ５ ４ は 緊 急 に 追 加 の 送 信 デ ー タ セ ッ ト を 送
信 す る よ う 遠 隔 監 視 ユ ニ ッ ト ５ ２ に 指 示 す る 。 今 回 の 発 生 が 直 近 １ 時 間 の ３ 回 目 以 上 の 発
生 で は な い 場 合 、 そ の 発 生 時 の 波 形 と 、 患 者 履 歴 に 関 す る 何 回 か の 先 行 す る 周 期 と を 送 信
す る の が 依 然 と し て 望 ま し い が 、 そ れ は 次 回 の 日 常 的 送 信 時 に 行 わ れ る 。 （ 代 替 と し て 、
遠 隔 監 視 ユ ニ ッ ト ５ ２ に よ り Ｐ Ｖ Ｃ 計 数 を 管 理 し 、 Ｐ Ｖ Ｃ が 任 意 の １ 時 間 に ３ 回 発 生 し た
場 合 の み 中 央 ユ ニ ッ ト ５ ４ と 接 触 す る よ う に し て も よ い 。 ）
【 ０ ０ ２ ５ 】
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本 方 法 の 利 点 を 別 の 例 で 説 明 す る 。 最 初 の 送 信 デ ー タ セ ッ ト に 基 づ く 意 志 決 定 に よ り 、 携
帯 電 話 接 続 は 長 く と も １ 分 間 維 持 さ れ れ ば よ い 。 他 方 、 全 監 視 デ ー タ セ ッ ト を 遠 隔 監 視 ユ
ニ ッ ト ５ ２ か ら 中 央 ユ ニ ッ ト ５ ４ へ 自 動 的 に 送 信 す る 場 合 は 、 携 帯 電 話 接 続 の 所 要 時 間 は
、 ５ 分 毎 の 心 電 図 を 送 信 す る の に 数 分 に の ぼ る オ ー ダ ー に な る か も し れ な い 。 こ の 接 続 の
結 果 、 遠 隔 監 視 ユ ニ ッ ト の バ ッ テ リ は 著 し く 消 耗 し 、 ま た 余 分 な 携 帯 電 話 接 続 時 間 と 料 金
が 発 生 し 、 い ず れ も で き る こ と な ら ば 避 け た い 。 患 者 が 危 険 な 状 態 で あ り 得 る と 判 定 さ れ
、 あ る い は デ ー タ が 即 刻 診 断 を 示 す 値 で あ る こ と を 理 由 に 、 追 加 の 送 信 デ ー タ セ ッ ト が 緊
急 に 必 要 で あ る と 判 定 さ れ た 場 合 、 携 帯 電 話 接 続 は 維 持 さ れ 、 患 者 が 支 援 を 受 け ら れ る よ
う に 追 加 の 全 送 信 デ ー タ セ ッ ト が 必 要 に 応 じ て 通 信 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
本 発 明 の 特 定 の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る た め に 詳 細 に 記 載 し た が 、 本 発 明 の 精 神 と 範 囲 か ら
逸 脱 す る こ と な く 、 種 々 の 改 変 お よ び 補 強 が な さ れ て も よ い 。 従 っ て 、 本 発 明 は 、 添 付 請
求 項 に よ っ て の み 制 限 を 受 け る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 を 実 施 す る た め の 方 法 の ブ ロ ッ ク フ ロ ー 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 が 用 い ら れ る 好 ま し い 装 置 の 簡 略 化 ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
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【 国 際 公 開 パ ン フ レ ッ ト 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(9) JP 2004-532070 A 2004.10.21



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(10) JP 2004-532070 A 2004.10.21



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(11) JP 2004-532070 A 2004.10.21



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(12) JP 2004-532070 A 2004.10.21



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(13) JP 2004-532070 A 2004.10.21



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(14) JP 2004-532070 A 2004.10.21



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(15) JP 2004-532070 A 2004.10.21



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(16) JP 2004-532070 A 2004.10.21



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(17) JP 2004-532070 A 2004.10.21



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(18) JP 2004-532070 A 2004.10.21



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(19) JP 2004-532070 A 2004.10.21



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(20) JP 2004-532070 A 2004.10.21



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(21) JP 2004-532070 A 2004.10.21



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(22) JP 2004-532070 A 2004.10.21



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(23) JP 2004-532070 A 2004.10.21



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(24) JP 2004-532070 A 2004.10.21



【 国 際 調 査 報 告 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(25) JP 2004-532070 A 2004.10.21



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(26) JP 2004-532070 A 2004.10.21



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(27) JP 2004-532070 A 2004.10.21



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(28) JP 2004-532070 A 2004.10.21



フロントページの続き

(81)指定国　　　　  AP(GH,GM,KE,LS,MW,MZ,SD,SL,SZ,TZ,UG,ZM,ZW),EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,MD,RU,TJ,TM),EP(AT,
BE,CH,CY,DE,DK,ES,FI,FR,GB,GR,IE,IT,LU,MC,NL,PT,SE,TR),OA(BF,BJ,CF,CG,CI,CM,GA,GN,GQ,GW,ML,MR,NE,SN,
TD,TG),AE,AG,AL,AM,AT,AU,AZ,BA,BB,BG,BR,BY,BZ,CA,CH,CN,CO,CR,CU,CZ,DE,DK,DM,DZ,EC,EE,ES,FI,GB,GD,GE,
GH,GM,HR,HU,ID,IL,IN,IS,JP,KE,KG,KP,KR,KZ,LC,LK,LR,LS,LT,LU,LV,MA,MD,MG,MK,MN,MW,MX,MZ,NO,NZ,OM,PH,P
L,PT,RO,RU,SD,SE,SG,SI,SK,SL,TJ,TM,TN,TR,TT,TZ,UA,UG,UZ,VN,YU,ZA,ZM,ZW

(72)発明者  セヴェレ　ロン　エム．
            アメリカ合衆国　カリフォルニア州　９２１２４　サンディエゴ　グインチョー　コート　５６５
            ５
Ｆターム(参考) 4C117 XA07  XB01  XB04  XC15  XE15  XE17  XE18  XE23  XE24  XE37 
　　　　 　　        XE57  XE62  XE75  XH02  XH12  XH14  XJ12  XN04 

(29) JP 2004-532070 A 2004.10.21



专利名称(译) 远程监控单元和中央监控单元之间的数据传输

公开(公告)号 JP2004532070A 公开(公告)日 2004-10-21

申请号 JP2002582787 申请日 2002-04-22

申请(专利权)人(译) 心网公司

[标]发明人 エジャーズフィリップエヌ
セヴェレロンエム

发明人 エジャーズ フィリップ エヌ.
セヴェレ ロン エム.

IPC分类号 A61B5/00

CPC分类号 A61B5/0002 A61B2560/0209 A61B2560/0271

FI分类号 A61B5/00.102.C

F-TERM分类号 4C117/XA07 4C117/XB01 4C117/XB04 4C117/XC15 4C117/XE15 4C117/XE17 4C117/XE18 4C117
/XE23 4C117/XE24 4C117/XE37 4C117/XE57 4C117/XE62 4C117/XE75 4C117/XH02 4C117/XH12 
4C117/XH14 4C117/XJ12 4C117/XN04

代理人(译) 加藤真司

优先权 09/841152 2001-04-23 US

其他公开文献 JP3738009B2

外部链接 Espacenet

摘要(译)

一种监控装置，包括：远程监控单元，具有与患者相关联的传感器并测
量患者的生理特征;中央单元;以及通信器，选择性地建立远程监控单元和
中央单元之间的通信连接用于监控患者。远程监控单元获得用于患者的
监控数据集，分析监控数据集以从监控数据集获得导出数据集，并基于
导出的数据集确定与中央单元的通信是必要的。到。当与中央单元建立
通信连接时，远程监控单元将与监控数据集相关联的初始传输数据集发
送到中央单元。中央单元分析第一传输数据集，关于与要从远程监控单
元传输到中央单元的监控数据集相关联的附加传输数据集以及要传输附
加传输数据集的时间，指示远程监控单元。
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